
                                 

                                

                                

                             

                      

 

  

三
年
生
の
合

唱
は
少
人
数
と

は
思
え
な
い
ほ

ど
、
ホ
ー
ル
い

っ
ぱ
い
に
響
く

歌
声
で
し
た
。

全
校
合
唱
も
一

体
感
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
歌
声

で
し
た
。 

講
師
の
前
天
草
小
校
長
中
村
理

恵
先
生
や
他
校
の
先
生
方
か
ら

も
、
歌
声
の
素
晴
ら
し
さ
や
調
和

の
と
れ
た
合
唱
に
高
い
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

合
唱
は
、
天
草
小
・
中
学
校
の

他
校
に
自
慢
で
き
る
伝
統
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
伝

統
を
大
切
に
守
っ
て
歌
い
継
い
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

十
二
月
一
日
（
日
）
、
天
草
小
中

学
校
合
同
持
久
走
大
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
雨
も
上
が

り
、
絶
好
の
持
久
走
日
和
の
下
、

子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
コ
ー
ス
と
距
離
を

新
し
く
し
、
男
女
と
も
中
学
校
を

ス
タ
ー
ト
し
小
学
校
・
白
木
方
面

を
回
っ
て
中
学
校
に
戻
る
４
．
５

ｋ
ｍ
の
コ
ー
ス
と
し
ま
し
た
。 

十
一
月
二
〇
日
（
水
）、
天
草
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
天
草
郡
市
小
中
学
校
音
楽
会

に
、
全
校
生
徒
で
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
で
七
十
一
回
と
い
う
長

い
歴
史
を
持
つ
音
楽
会
で
す
。 

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
三
年
生
が

「
栄
光
の
架
け
橋
」
、
全
校
合
唱

で
「
ほ
ら
ね
、
」
を
披
露
し
ま
し

た
。 

    

 

自
主 

 

協
和 

強
健 

校訓  
 

天草市立天草中学校 

令和６年12月17日 

文責：校長 瀧森 智 

『一生懸命』はかっこいい‼

い！！ 

天
草
郡
市
小
中
学
校
音
楽
会 

 

小
中
合
同
持
久
走
大
会 

 
 

 

『天草中学校ＨＰ』は、下の

URLまたは右のＱＲコードから

閲覧できます。ご覧ください。 

https://jh.higo.ed.jp/amakusa/ 

今後の主な行事予定 
【12 月】 

25(水)：冬季休業日、生徒会リーダー研修 

27(金)：仕事納め 

30(月)～1/3(金)：学校閉庁日 

【1月】 

6(月)：仕事始め 

8(水)：始業式、実力テスト、ノー部活デー 

9(木)：実力テスト、身体測定(～14日) 

いるか号 

13(月)：成人の日 

15(水)：お魚教室(1･2年) 

16(木)：とどろきテスト問題配布（スペシャル①） 

20(月)：３年生定期テスト範囲配布日 

21(火)：公立前期選抜出願開始（～24日） 

次期生徒会執行部が決定しました！ 

順 位 
【男子（4.5km）】 

１位：川端真平 

２位：江上直千翔 

３位：佐藤夏絆 

４位：平山玲王 

５位：大嵜悠生 

６位：片浦拓海 

【女子（4.5km）】 

１位：髙見紗空 

２位：緒方陽菜 

３位：西島葵紗 

４位：濵田好羽 

５位：迫口愛空 

６位：川原 澪 

【宣言タイム】 

１位：深江脩太 

２位：濵田好羽 

３位：福井颯真 

（敬称略） 

保
護
者
・

地
域
の
皆
様

の
応
援
が
、

子
ど
も
た
ち

の
力
走
に
つ

な
が
り
ま
し

た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、

早
朝
よ
り
交 

通
指
導
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
駐
在
所
・
交
通
指
導
員
の
皆
様
、

そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 １１月１４日（木）に生徒会立会演説会・投票を行いました。

その後、選挙管理委員が開票を行い、次のみなさんが次期生徒会

執行部となりました。公約が実現できるようがんばりましょう。 

生徒会長 ：髙見紗空さん  ２年副会長：上野麻緒さん 

１年副会長：川原 澪さん 

 



 

                       

                       

                       

                       

 

「
人
は
人
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
人
に
な
る
」 

  

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
話 

環
境
教
育
関
連
書
籍
寄
贈 
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
公
開
授
業
（
国
・
数
） 

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す 

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会 
～
人
権
集
会
で
視
聴
～ 

地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働 

～
校
長
室
よ
り
～ 

 

  

 

十
一
月
二
十
一
日
（
木
）、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
建
設
さ
れ

て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社
の
堀
之
内
様
よ
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

会
社
は
、
天
草
西
高
校
跡
地
に
設
置

さ
れ
て
い
る
太
陽
光
発
電
の
会
社
で

す
。 ま

た
、
環
境
教
育
関
連
の
本
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
浜
地

区
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て 

寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
す
で

に
図
書
室
へ
置

か
れ
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
学
習
に
役
立

て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

「
人
は
、
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、

人
の
間
で
人
間
と
し
て
磨
か
れ
て

い
く
。」 

こ
の
言
葉
は
、
金
八
先
生

の
名
言
で
す
。
中
学
生
・
高
校
生
と

い
う
多
感
な
時
期
に
、
ど
ん
な
人
に

出
会
い
、
ど
ん
な
経
験
を
す
る
か
は

と
て
も
大
事
で
す
。
い
ろ
ん
な
境
目

を
越
え
、
多
様
な
「
人
」
と
対
話
し
、

協
働
す
る
カ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

先
日
、「
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協

働
」
推
進
実
践
交
流
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
未
来
の

天
草
の
学
校
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
」
で
し
た
。
行
政
説
明
の
後
、
三

校
の
地
域
学
校
協
働
活
動
の
実
践

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
発
表
も

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
と
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ

く
り
」
が
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
の
「
地
域
貢
献
・
参

画
活
動
」
を
、
子
供
と
学
校
・
地
域
・

保
護
者
・
行
政
の
五
者
が
丁
寧
に
連

携
し
、
地
域
の
活
性
化
と
郷
土
を
愛

す
る
心
の
醸
成
を
図
る
も
の
で
し

た
。 

 

最
後
に
、
県
社
会
教
育
課
山
口
社

会
教
育
主
事
の
ま
と
め
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
に
、「
人
は
、
人
と
の

関
わ
り
に
よ
っ
て
人
に
な
る
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち

が
社
会
貢
献
や
社
会
参
画
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
と
関
わ
り

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域 

貢
献
や
地
域
参
画
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
で
、
対
話
し
協
働
す
る
力

（
＝
社
会
に
出
て
通
用
す
る
力
）
が

培
わ
れ
て
い
き
ま
す
。 

「
子
供
は
、
保
護
者
・
教
師
な
ど
の

大
人
に
よ
っ
て
立
派
な
大
人
に
な

る
」、
逆
に
「
保
護
者
や
教
師
な
ど
の

大
人
は
、
子
供
に
よ
っ
て
成
長
す

る
」
と
も
言
え
ま
す
。「
人
」
の
立
場

が
子
供
同
士
で
あ
れ
ば
、「
子
供
は
、

友
達
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る
」
と
い

う
意
味
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
な
場
面

で
も
当
て
は
ま
り
そ
う
で
す
が
、
と

て
も
奥
の
深
い
言
葉
で
す
。
「
人
は

人
に
よ
っ
て
（
幸
せ
な
）
人
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
人
と
人
と
の
関
わ

り
合
い
が
そ
の
人
に
影
響
す
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
人
と
人

が
集
団
で
生
活
す
る
学
校
は
、
子
供

た
ち
に
と
っ
て
と
て
も
成
長
で
き

る
場
で
す
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

日
々
の
教
育
活
動
に
邁
進
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

子
供
た
ち
を
信
頼
し
て
見
守
り
、

自
分
で
考
え
て
行
動
し
よ
う
と
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
し
っ
か
り
見
つ

け
、
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
家
庭
や
地
域
で
の
関
わ
り
の

中
で
も
、
子
供
た
ち
に
た
く
さ
ん
声

を
か
け
、
応
援
し
て
頂
け
た
ら
有
り

難
い
と
思
い
ま
す
。 

令
和
七
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

十
一
月
十
八
日
（
月
）
、
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
公
開
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
天
草
市
の
小
中

学
校
の
先
生
方
が
、
国
語
（
三
年
）

と
数
学
（
二
年
）
の
授
業
を
参
観
さ

れ
、
そ
の
後
本
校
の
取
組
に
つ
い

て
研
修
を
深
め
ま
し
た
。 

先
月
号
で
も
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー

ル
と
は
一
人
一
台
端
末
を
活
用
し

て
、
個
別
最
適
な
学
び
、
協
働
的
な

学
び
を
実
現
し
て
い
く
取
組
で

す
。 

 

講
師
に
東
京
学
芸
大
学
准
教
授

の
登
本
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。
登
本
先
生
は
、
苓
北
町
都
呂
々

の
ご
出
身
で
す
。
公
開
授
業
の
前

に
全
校
生
徒
に
「
こ
れ
か
ら
の
学

び
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
草
西
海

岸
の
美
し
さ
は
世
界
で
も
引
け
を

と
ら
な
い
も
の
だ
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
講
演
の
最
後
に
は
先
生

が
書
か
れ
た
「
学
び
の
技
」
の
本
を

全
校
生
徒
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

生
徒
・
教
職
員
と
も
に
学
び
の

多
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

十
二
月
四
日
〜
十
二
月
一
〇
日

は
「
人
権
週
間
」
で
し
た
。
各
種
の

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
学
校
で
も
十
二
月
に
人
権
旬

間
を
設
定
し
、
各
学
年
で
人
権
学

習
・
部
落
問
題
学
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

二
学
期
の
人
権
学
習
の
ま
と
め

と
し
て
、
二
〇
日
（
金
）
に
人
権
集

会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
時
間
に
『
部

落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す 

熊
本
県
人
権
子
ど
も

集
会 

集
会
』
を
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で

視
聴
し
ま
す
。 

こ
の
集
会
は
、
部
落
差
別
を
は

じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、

人
権
が
共
存
す
る
人
権
尊
重
社
会

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
、『
輪 

～
伝
え
る
、

認
め
る
、
つ
な
が
る
～
』
で
す
。 

人
権
を
大
切
に
す
る
社
会
を
自

分
た
ち
で
作
っ
て
い
く
た
め
に
、

『
伝
え
る
・
認
め
る
・
つ
な
が
る
』

取
組
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２年生修学旅行

平等院鳳凰堂にて  


